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論文の要旨及び判定理由 

 

本研究は、60歳以上のサルコペニアまたはプレサルコペニアを呈する地域在住中高年者

に対して 6 ヶ月間の自宅で簡便な自主トレーニングを実施し、身体機能等の改善について

対照群と比較した研究である。フィールドは、埼玉県伊奈町に住み、同意の得られた 341

名の 60歳以上の中高年者を介入群と対照群に 2：1.5の比率による不均等無作為割付を行

った。 測定項目は、Body Mass Index（BMI）、体脂肪率、Skeletal Muscle Index（SMI：

骨格筋指数）、握力、片脚立位保持時間、歩行速度（通常・最大）、膝伸展筋力を測定した。

また質問紙にて 25-questions Geriatric Locomotive Function Scale（GLFS-25）および

Euro QOL 5-dementions（EQ-5D）であった。 

6ヶ月後、対照群は、最大歩行速度の低下や GLFS-25が低下した。一方、介入群は、自

宅での自主トレーニングを実施し、身体機能の向上が見られた。筋肉量や身体機能の低下

が生じているサルコペニアおよびプレサルコペニアの中高年者であっても自主トレーニン

グを実践することで機能改善することが認められ、博士（保健学）の学位に値するものと

判定した。                                  
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